
 

 

 

 

 

 

 

 

第第第第 36363636 回回回回    日本精神科病院協会精神医学会日本精神科病院協会精神医学会日本精神科病院協会精神医学会日本精神科病院協会精神医学会 平成 20 年 10 月９日(木)～10 日(金)岩手県盛岡市 

「この人は痩せるのは無理よ ～遊び感覚がもたらした思わぬ効果～」 河野病院 2 病棟 平井 千恵美 

２００８年１０月９・１０日に岩手県盛岡市において第３６回日本精神科病院協会精神医学会が開催されました。日本全国からはる
ばる盛岡に発表者が集まるなか、当法人河野病院からも 1 演題ポスター発表し
ました。テーマである「患者様のダイエット」
はどの精神科病院においても共通する課
題のせいか、発表後も多くの方々から熱心
に質問があり反響の大きさを感じて、改め
て今後もスタッフ全員で熱心に取り組んで
いく重要テーマだと痛感させられました。福
岡からは盛岡まで距離が遠く行くのも大変
でしたが、ご当地名物の椀子蕎麦食べるこ
ともでき、成功に終わった発表でした。 

第第第第 61616161 回回回回    九九九九州精神保健学会州精神保健学会州精神保健学会州精神保健学会       平成２０年１０月２３日(木)～２４日(金) 宮崎県宮崎市 

2008 年 10 月 23～24 日に南国の地宮崎県宮崎市において雨の暖かい気候の中、第 61
回九州精神神経学会、第 54 回九州精神保健学会が開催されました。当法人からは 5 演題
発表しました。九州各県から様々な職種の発表者が集まり色々な角度からバラエティに富ん

だテーマで演題発表されており、多くの事を学べる場でした。また２日目
には東国原知事の講演があり大盛況でした。今回は 3 病院の看護部門
が発表し、意義のあるものとなりました。来年はさらに他職種の（連携に
よる）発表もしていきたいところです。 

＜＜＜＜    演題演題演題演題のののの要約要約要約要約    ＞＞＞＞    

「「「「肥満傾向肥満傾向肥満傾向肥満傾向にあるにあるにあるにある患者患者患者患者とのとのとのとの関関関関わりとそのわりとそのわりとそのわりとその効果効果効果効果」」」」                                                            河野病院 2 病棟 古田 善誉 

今回、肥満傾向にある患者との関わりの中での経過と、今後の対策を報告する。経過：この患者に対して
まず自分の体の状態を把握してもらうため、自己管理表の作成、体重・腹囲測定を実施した。徐々に自己管
理表を持参し測定を希望するようになっていった。過多なカロリー摂取を減らすことが出来た。結果：大幅に
標準体重・腹囲を超えていたが標準体値に近づく事ができた。考察：患者と向き合い話し合うことで、患者
の意識・意欲を惹起し、よい結果に繋がったと考える。 
「「「「おやつおやつおやつおやつ購入購入購入購入からからからから、、、、健康健康健康健康へのへのへのへの意識付意識付意識付意識付けけけけ」」」」                                                    河野病院 3 病棟 岩元 まどか 

患者の健康の大切さに対する意識が芽生え、よい結果を得た経験を紹介する。結果・考察：目に見える
個人の身体的変化、データチェック票により健康管理の必要性を患者自身が認識出来た。おやつの制限に
より精神症状の悪化を懸念したが、段階的な取り組みでスムーズに低額にすることが出来た。社会への自
立を目標とし、患者の持つ健康面への積極的な働きかけの大切さを共に学習することが出来た。    
「「「「タバコタバコタバコタバコ吸吸吸吸えますかえますかえますかえますか？？？？もらえますかもらえますかもらえますかもらえますか？」？」？」？」    ～～～～頻回頻回頻回頻回にににに要求要求要求要求するするするする患者患者患者患者へのへのへのへの看護看護看護看護をををを通通通通してしてしてして～～～～        

河野名島病院 ３病棟 原田 次代 
理解力が乏しく人格レベルの低下があり、機械的な口調、無表情でタバコ要求を繰り返し集団生活がう

まくできない状態であった患者様が本人も満足し情動的にも安定が見られるようになったので報告する。結
果・考察：今回、自己管理したことで問題は発生したが「満足しています」という言葉が聞かれ安心感が気
持ちの中にあるのだろうと考えた。患者本人の管理能力を尊重し看護スタッフとの関わりの中でその能力
を育み本人の成長を促す事が出来たことをこの取り組みでわかった。 
「「「「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿にするなにするなにするなにするな」」」」とととと訴訴訴訴えるえるえるえる症例症例症例症例のののの自己表現自己表現自己表現自己表現やややや社会性社会性社会性社会性のののの変化変化変化変化  河野名島病院 ４病棟 松尾 志郎 

児童期より長期の入院生活を強いられ、自己表現や社会性の発達に問題がある統合失調症患者に対し
てこれらを改善するために看護目標を設定し、対応した結果をここに報告する。当院入院当初、幻覚妄想状
態が出現し、容易に不穏状態となっていた。そこで当院では、よいことはしっかりと賞賛をし、本人のペース
を乱さない様に、現実的対処方法を身につけるようにアプローチをとった。具体的な看護目標を定め、全職
員が統一した対応を行うことが大切であると再認識した。 
「「「「対応困難対応困難対応困難対応困難なななな精神発達遅滞精神発達遅滞精神発達遅滞精神発達遅滞のののの患者様患者様患者様患者様とととと関関関関わってわってわってわって」」」」                        河野粕屋病院 3 階南病棟 山崎 春樹 

精神発達遅滞の対応困難な患者様を受け持ち、経過途中ではあるが、短期間に変化が見られるようにな
った為、関わり・経過について報告する。経過：関わり方を再検討し、可能な限り、本人の希望に沿うプラン
の立案・関わり・周囲への協力を求めていった。結果：現在は、不安定さはあるが、独歩可能。自己主張が強
くなってきており、他患者様とのトラブル時の内容も変化。数ヶ月の期間であるが、予想以上に自立心を見
せる。 


